
 

 

様式第３号（第１３条関係） 

 

会議録 

会議の名称 令和８年度第１回朝霞市男女平等推進審議会 

開催日時 
令和８年５月２２日（金） 

午前１０時～午前１１時１０分 

開催場所 市役所４階 ４０１会議室 

出席者及び欠席者 

の職・氏名 

出席者  

委員１０名 

小島委員 片山委員 渡辺委員 金子委員 久慈委員 

栗山委員 土佐委員 島根委員 武田委員 山里委員 

事務局５名 

西内総務部次長兼人権庶務課長 永山人権庶務課長補佐 

曽我男女平等推進係長兼女性センター所長  

伊藤主任 鶴岡主任 

欠席者  

委員３名 

上村委員 井ヶ田委員 小柴委員  

議題 

・第３次朝霞市男女平等推進行動計画実施計画策定について 

・令和７年度朝霞市男女平等推進年次報告について 

・その他  

会議資料 

次第 

資料１ 朝霞市男女平等推進審議会委員名簿 

資料２ 第３次朝霞市男女平等推進行動計画実施計画 

資料３ 朝霞市男女平等推進年次報告書（案） 
 

会議録の作成方針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 ■電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 □要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

■会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法  会長・副会長による確認 
 

傍聴者の数 なし 

その他の必要事項 
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  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

◎開会 

・出席委員数報告 

・会議公開及び傍聴希望者の確認 

・配布資料の確認 

・会長挨拶 

 

◎議事１ 第３次朝霞市男女平等推進行動計画実施計画策定について 

 

〇事務局（曽我） 

では議事１、第３次朝霞市男女平等推進行動計画実施計画策定について説明させていた

だきます。皆様には計画策定に続き、実施計画も丁寧なご審議をいただき、ありがとうご

ざいました。 

実施計画とは、皆様に審議いただき策定した、第３次朝霞市男女平等推進行動計画の各

目標の達成に向けて、具体的にどのような取組をしていくのかということをお示しした

ものになります。この実施計画には、男女平等を推進する人権庶務課だけでなく、他の課

の持っている事業とも絡めまして計画を策定しております。 

まずは、３ページをご覧ください。蛇腹で開けるものになります。こちらは計画の全体像

について表にしたものとなっております。 

次の４ページは、実施事業課別の一覧となっておりまして、主な施策に対しての取組項

目と事務事業名、担当課が記載されたものになっております。主に本実施計画は、進行管

理事業と関連事業とに分かれて策定しております。直接的に男女平等を推進する事業を

進行管理事業として位置付け、毎年事業評価を行っております。事業評価は、事業を受け

持つ担当課において、主な施策ごとに行っております。関連事業につきましては、男女平

等の推進に関連する事業として、総合計画の実施計画上の事務事業を男女平等の施策に

当てはめ、関連事業としております。そのため、総合計画の事務事業評価シートの写しを

もって事業の把握を行い、事業評価は行わないものとしていますが、そのシートだけで

は男女平等の推進に関する取組等が読み取れないこともあるため、毎年度、関連事業担

当課からは、男女平等の視点で取組や配慮、効果や課題等を提出してもらい、補助的に男

女平等の推進について補い、評価を行っております。 

第２次の計画のときの実施計画は、９５の事業立てで行っておりましたが、今回は１１

２の事業立てとしております。進行管理事業が５３、関連事業が５９となっております。 

６ページは担当課別に分けられたものが掲載されております。 

次に９ページをご覧ください。こちらが、実施計画の具体的な取組内容を掲載したもの

になります。今回は、特に新しく追加させていただいた部分に絞ってご説明させていた

だきます。 

２２ページをご覧ください。今回の計画から新しく内包いたしました、困難女性支援基

本計画の部分となります。このページは、若年女性をターゲットに当てた実施計画とし

ておりまして、当課の女性総合相談の実施をはじめ、関連事業では、教育指導課の教育相

談事業を当てはめさせていただき、若年女性の生活のさまざまな困りごとに対して、必

要に応じて関係機関と連携しながら支援体制を整えていくことを取組項目として挙げて

おります。 

次に、２３ページをご覧ください。こちらは、困難女性の早期把握をメインとする取組項

目となっております。当課の相談事業の周知はもちろんですが、他課の持っている相談
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事業や、対象者と関わる可能性のある事業を当てはめさせていただき、対象者の早期把

握に他課とも連携しながら支援をしていく形の実施計画となっております。 

２４ページをご覧ください。ここは、民間団体との協働をメインとした取組項目となっ

ておりまして、女性センターの登録団体と協働し、各団体の計画を通して、相談窓口の周

知や対象者の早期把握、居場所の提供にご協力いただくことを取組内容として挙げてお

ります。また、一時保護におきましては、民間ホテルや民間団体とも協働し、対象者の安

全を確保するための取組を挙げております。 

次の２５ページをご覧ください。こちらは、相談に当たる女性相談支援員の資質を向上

させるため、研修会の開催や国、県等が主催する研修に参加するなど、相談員のスキルア

ップを図る取組を挙げております。 

説明は以上となりますが、最後にお願いが１点ございます。本実施計画は、市公式ホーム

ページに掲載するほか、市内公共施設や出張所等に閲覧用として配置を予定しておりま

すが、今回お渡ししているものは、発行月や４ページから７ページの文字を少し大きく

して見やすくするなどの修正が入ります。そのため、本日一旦回収させていただき、確定

したものを改めてお送りいたしますので、お帰りの際には、机上に置いてお帰りくださ

いますようお願いいたします。事務局からは以上です。 

〇栗山議長 

ありがとうございました。それでは皆さん、今事務局から説明がありましたけれども、何

かご意見、ご質問がありましたら遠慮なくお願いしたいと思います。山里委員、お願いし

ます。 

〇山里委員 

皆さん広報とか見てわかると思いますが、民生委員の欠員が出ていますよね。何かあっ

た場合に、いきなり民生委員の方に状況を言った方がいいのか、あるいは男女平等推進

のスタッフの方に言った方がいいのか、ケースバイケースと言われればそうかもしれな

いけど、いかがなものでしょうか。 

○栗山議長 

事務局お願いします。 

○事務局（曽我） 

質問がちゃんと汲み取れているかちょっと心配なんですが、ＤＶとかそういう事象が起

きたときに、民生委員さんに相談すべきか、それとも女性センターの方に相談すべきか

というご質問でお間違いないでしょうか。 

○山里委員 

はい。ただ、業務的にバランスのねじれが出ないのかなと、それを聞きたかったんです。 

○事務局（曽我） 

ＤＶということで、身近に被害に遭っている方とか、ご自身が被害に遭われている方で、

明らかにＤＶとわかってるようであれば、女性センターの方に直接ご相談していただい

て大丈夫です。あと、ちょっと来づらいとか、最初は身近でご相談したいということであ

れば、民生委員さんなどが適当かもしれませんが、身近で誰か声を掛けられる方がいれ

ば、その方に話を聞いていただくということで、女性センターの方にお話をつないでい

ただけるとありがたいと思います。以上です。 

〇山里委員 

よくわかりました。皆さんご承知のように、昨年外国の人が５，０００人を越しましたよ

ね。ゴミ出しの件とか、今のようなＤＶとか、外国人が私の家に相談に来ます。そのとき

に、民生委員さんを紹介しても、何か敷居が高いとか言う人もいるし、男女平等推進の方

に専門家のスタッフが揃ってるから行きなさい、というようなことが日常茶飯事なんで

す。そういう感じですから、参考までに聞きました。 
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〇栗山議長 

よろしいですか。ありがとうございます。では、土佐委員どうぞ。 

〇土佐委員 

民生委員なんですけれど、確かに栄町で３名欠員が出ています。欠員の出ているところ

は、他の委員が掛け持ちでやっています。普段の生活の中では、ご相談があれば専門部署

につなげるようにさせていただいてます。それとアラビア語ができる者もおりますので、

遠慮なくおっしゃっていただければ、できる者につなげて詳しくお話を伺わせていただ

いて、それぞれの内容によっては行政の方におつなぎできます。そのように活動してお

ります。民生委員も今、欠員が多く出ているんですね。なり手がなくて。なので、誰かが

そこをサポートしなくてはいけないということもあるんですけれど、気軽に民生委員に

ご相談いただければいいのかなと思います。よろしくお願いいたします。 

〇栗山議長 

ありがとうございます。ほかに何かありましたら遠慮なく。どんなことでも結構ですか

ら。資料は事前に送られてますので、お読みになって何かございませんか。武田委員、お

願いします。 

〇武田委員 

今年度からの実施計画及び今までの年次報告を見てですね、ちょっと一つ違和感を持っ

たのは、男女平等という意味ではまんべんなくいろんなところに目が行き届いて、こう

いうもんだと思うのですが、朝霞市が制度化しているパートナーシップ制度、同性パー

トナーシップ及びファミリーシップ制度があるにも関わらず、同性婚には全く踏み込ん

でないと。これは、最高裁の判決が来年出るとも言われてますし、まだ国も明確に対応し

てないっていうかね。ただ、Ｇ７で同性婚を認めていないのは日本だけというのもある

し、渋谷区辺りはもっと先進的な踏み込みもしていると。朝霞市としては、まだ機が熟し

てないと考えてるのか、どうなんでしょう。一言もないんですよね。難しい問題かと思う

んですけども。 

〇栗山議長 

事務局、お願いいたします。 

〇事務局（西内） 

ありがとうございます。同性婚ということ、まだ日本では認められてないという形には

なっております。実施計画の方で言いますと、３ページの下の基本施策では６ですね。多

様な生き方の尊重と理解促進ということで、実施計画では多様な性のあり方についての

理解促進と周知啓発を行うという部分がございます。ただおっしゃるように、朝霞市と

しては、パートナーシップ制度・ファミリーシップ制度を導入しておりますけれども、や

はり法律で同性婚というものがまだ認められてないという段階で、市の計画において同

性婚に踏み込んだ記述を行うというのは、委員の言葉を借りるのであれば機が熟してな

いということにはなろうかとは思います。今後、国の動向を注視していくという段階で

あるというふうに考えております。 

〇栗山議長 

ありがとうございました。ほかに、何かお聞きしたいことありますか。小島委員お願いし

ます。 

〇小島委員 

資料の２４ページですけれども、こちらの①の、女性センターの登録団体との協働とい

うことなんですけれども、私もこの登録団体の一員ですが、居場所の提供や相談窓口の

周知啓発というのは、今までやっていたものにプラスして何か新しくやってほしいとい

う意味なんでしょうか。それとも、今までどおりのサマフェスとかの活動だけがここに

書かれているのか、お聞きしたいんですけれども。 
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〇栗山議長 

事務局、お願いします。 

〇事務局（曽我） 

現状では、今までやっていただいたものを、今後も引き続きやっていただく中で、啓発活

動というのもできればなと思っているんですが、今後活動していく中で一緒に考えなが

ら、新しいものも取り入れていければいいなというふうには、現状では考えております。 

〇小島委員 

それは、今年度中とかというのではなく、これからというような意味合いでいいんです

か。 

〇事務局（曽我） 

おっしゃるとおりです。現状では、女性センターも仮の場所で活動している関係もござ

いますので、今後見通しが立ってきた段階で、いつぐらいから始めていくのが適当かと

いうのもご相談しながら、考えていけたらいいなというふうに考えております。 

〇小島委員 

啓発のチラシとかがあれば、私たちのやっている事業のときに配布できるので、その辺

りはご協力できるかなと思います。 

〇事務局（曽我） 

ありがとうございます。 

〇栗山議長 

ありがとうございます。ほかにございますか。片山委員どうぞ。 

〇片山委員 

見させていただいて、他の課との連携とかがすごくたくさんあるというか、それだけ人

間が生きていくベースになっていくところなんだなというのは、すごく感じて見てるん

ですけれども、前回もちょっとお話させていただいたんですが、プレコンセプションケ

アっていう文言がもう既にこども家庭庁でやっていることなので、どこかに入れた方が

いいんじゃないかなとすごく思いました。これだけのことをやっているというアピール

になるんじゃないかと。あと検索したときに、ネットに上がってくるっていうことも考

えると、その文言をここに入れておかないのがすごくもったいないという気がしました。 

〇栗山議長 

事務局お願いします。 

〇事務局（西内） 

ありがとうございます。前回の会議で、プレコンセプションケアというところで、今、リ

プロダクティブ・ヘルス/ライツという点については我々も取り組んでるところなんです

けれども、どちらかというと健康づくり課とかになるのか、関連部署とも連携し、いろい

ろ情報収集して、周知啓発等、そういったものができればいいのかなと考えます。 

〇片山委員 

周知啓発とかではなくて、どの課がやるとかではなく、これだけ他の課と連携をとって

いるっていうこと自体が、もうプレコンだと思っているんですね。なので、ここのプレコ

ンが土台になっているんだよということの文言が、どこかに入っていると、すごくアピ

ールになると思ったということです。 

〇栗山議長 

ありがとうございました。小島委員どうぞ。 

〇小島委員 

できれば、これは若い子供たちに伝えておいてほしいことなので、教育委員会の方とぜ

ひ連携をとっていただいて、子供たちに啓発物でもいいので配布していただければ、過

度なダイエット等の抑止にもなると思うので、ぜひ進めていっていただきたいなと思い
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ます。 

 

◎議事２ 令和７年度朝霞市男女平等推進年次報告書について 

〇栗山議長 

それでは、議事２の令和７年度朝霞市男女平等推進年次報告について、事務局からお願

いいたします。 

〇事務局（伊藤） 

それでは議事２、令和７年度朝霞市男女平等推進年次報告についてご説明いたします。

事前にお送りしました資料３、朝霞市男女平等推進年次報告書（案）の２５ページをご覧

ください。 

こちら、令和７年度男女平等推進事業評価一覧となっております。昨年度、女性センター

で取り組んだ事業につきまして、施策目標ごとに主なものを抜粋してご説明させていた

だきます。なお２から３ページ、７４から７６ページの数字が入っていない箇所に関し

ましては、現在集計中となります。申し訳ございません。 

３２ページをご覧ください。施策目標１、男女平等の意識の浸透の施策の方向１の２の

③、「男性の家事・育児参画と、女性のリーダーシップ能力向上を支援していく」です。

令和７年度は、あさか女（ひと）と男（ひと）セミナーは、全３回のうち１回をパープル・

オレンジリボン共同開催セミナーとして、こども家庭センターと共同開催し、ほか２回

を市民公募のあさか女（ひと）と男（ひと）セミナー企画運営協力員との協働としまし

た。他課との共同開催、あさか女（ひと）と男（ひと）セミナー企画運営協力員が、ファ

シリテーターとして行ったトークミーティング座談会の夜間の時間帯の開催や、２人の

講師が対話形式で意見を交わし合うトークセッションなど、新たな試み、企画で開催で

きたことを評価しまして、Ⅰとさせていただきました。 

続きまして、３８ページをご覧ください。施策目標２、自己実現へ向けた学習機会の充実

の施策の方向２の２の①、「能力の開発と活動の支援の充実を図る」です。令和７年度は、

中央公民館サマーフェスティバルや健康まつりで、女性センターの登録団体さんと一緒

に参加型の講座を実施いたしました。来庁された多くの市民の方に参加いただき、講座

参加を通して、イベントの意図や相談窓口の周知啓発の機会とすることができたことか

ら、評価としては昨年度同様Ⅱとさせていただきました。 

続きまして、４０ページをご覧ください。施策目標３、多様性の尊重と理解促進の施策の

方向３の１の①、「性と生殖（妊娠と出産）に関する健康と権利の考え方を普及させる」

です。令和７年度は、令和６年度に続きまして、朝霞第四中学校第３学年を対象に、リプ

ロダクティブ・ヘルス/ライツとデートＤＶについて、あさか学習おとどけ講座を実施し、

若年層への意識醸成を図れたと考えます。こちらも昨年度に引き続き、評価はⅡとして

います。 

続きまして、４１ページをご覧ください。施策目標３、多様性の尊重と理解促進の施策の

方向３の１の②、「男女の健康管理の支援を充実させる」です。健康づくり課が、昨年度、

健康づくり講演会としまして、朝霞市を舞台とした映画、「平場の月」の原作者でもある

作家の朝倉かすみ氏を招きまして、作品のテーマとなっているがんに対する思いや、普

段の生活での健康への取組についてなどをお話していただきました。同時に、がんに関

する展示も開催し、ご自身や周りの方の健康にも関心を持つ機会を提供できたことによ

り、評価をⅠとしています。 

続きまして、４５ページから４９ページ。こちら施策目標４、「異性間やパートナーから

の暴力の根絶」のところでは、状況に応じて適切な相談業務の運営を行ったほか、相談員

のスキルアップのための研修会等も開催し、相談者に寄り添った相談対応ができるよう、

資質向上に努めました。こちらも昨年度同様にⅠとしています。 
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続きまして、５２ページをご覧ください。施策目標５、女性の職業生活における活躍の推

進の施策の方向５の１の②、「庁内での男女共同参画を推進していく」です。女性職員が

自らのキャリアアップへの意識を持てるように、先輩女性職員によるキャリアデザイン

に関する講義を実施したほか、働きやすい職場環境作りの一環として、育児休業等の制

度に関する説明を行っています。こちらも昨年度に引き続きⅠとしています。 

最後に５８ページをご覧ください。施策目標６、地域団体や事業所における男女共同参

画の推進の施策の方向６の２の②、「防災分野における男女共同参画を進める」です。朝

霞市防災フェアで防災に関するパネル展を実施したほか、女性の視点を取り入れた３種

の防災防犯マニュアルカードについて、有事の際の活用を想定した内容となっていたこ

とから、平時よりの備えという趣旨の内容に見直しました。なお、改定に当たり、朝霞市

地域防災アドバイザーのうち、女性アドバイザーにご助言をいただきました。こちらも

昨年度に引き続き、評価はⅡとさせていただきました。事務局からの説明は以上です。 

〇栗山議長 

ありがとうございました。資料がよくできているなと私は思っております。読ませてい

ただいたんですけれども、市の対応につきましては、非常に充実しているなということ

を感じました。皆さんどうでしょうか、今の説明を聞きまして、お考えあるいはお聞きし

たいことがありましたら、挙手をお願いします。山里委員、どうぞ。 

〇山里委員 

私は毎日、自分のためにも運動がてら公園に行って、風が吹いて落ちた枝とかを片付け

ているんです。月２回造園会社の方がフォローしてくれているんですけど、手が回らな

いので。家の近くの公園には、一小と五小と十小の児童が遊びに来ていますが、子供さん

が下を見ないでブランコに向かって走っているけど、落ちた枝を全部は片付けられない

ので、もし怪我をしたときは、水で洗って後で処理してもらえば、破傷風にならなくて済

むんですよとわかりやすく言ったんですけど、お母さんはわからなかったんですよ。子

供さんは、私の日本語も理解してくれて、よくわかりましたって言ってくれました。そし

たら別のお母さんが、何か相談ごとがあったら言ってみなさいというと、その子供さん

が言ったのは、給食を増やしていただきたいとのことでした。日本語の通じない保護者

の方もおられること等、参考にしていただきたいと思います。 

〇栗山議長 

ほかにございますか。島根委員どうぞ。 

〇島根委員 

これは報告書だから、ここを訂正してくださいっていうことではないんですが、８８ペ

ージに書いてあるＤＶ対策等関係機関ネットワーク会議の、県の関係機関の児童相談所

は所沢なんですか、朝霞にできたじゃないですか。そこではなく、今後も所沢のままなん

でしょうかね。 

〇栗山議長 

事務局お願いします。 

〇事務局（伊藤） 

こちらおっしゃるとおり、朝霞です。申し訳ございません。訂正させていただきます。 

〇栗山議長 

よろしいですか。 

（島根委員了承） 

では金子副会長どうぞ。 

〇金子副会長 

前回の会議の時に、朝霞市の人口が減少してるのか、増えてるのかっていうお話が出た

んですね。７ページに人口と世帯ってのありますが、この人口につきまして、今朝の読売
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新聞に書いてあったんですけど、一応参考のためにお話させていただきます。読売新聞

で昨年の国勢調査からということで、埼玉県は初めて人口が減になりましたと、それは

秩父地方が中心ということなんですけども、その中で県内の人口増のトップが朝霞市な

んですね。朝霞市が４．２７％でトップなんです。蕨市が第２位で１．６５％、それから

３位がさいたま市で１．５９％。４位が草加で１．１３％で、５位が滑川で０．８９％で

す。 

人口が減っているところは秩父地方が中心なんですけども、県南を中心に増加してると

いうことなんですね。前回栗山会長と、朝霞市は、マンションブームだからすごく人口が

増えてますよと話したんですけども、朝霞市が一番増えている理由としまして、朝霞駅

に急行が止まるようになりまして、利便性がよくなったということが第１なんですね。

第２は市内に東洋大学のキャンパスの新校舎が建設されて、学生が増加したっていうこ

となんですね。これで埼玉県で初めて人口が減ったっていうんですけども、県内では朝

霞市が人口が増えている市のトップということで、皆さんに参考までにお知らせさせて

いただきました。 

〇栗山議長 

ありがとうございました。私は司法書士という仕事をやっております。朝霞は、最近マン

ションの建設が増加しています。その理由は、東上線の朝霞駅に急行が停車することに

より、非常に朝霞は住みやすいので、人口がこれからもどんどん増えていくと思います。 

今、私の家の近所でも３つばかりマンションが建っていますけども、だいたい７０戸か

ら１００戸ぐらいで、３人家族あるいは４人家族ですと、もう何千人というふうな人口

増になります。 

したがって、これからやはり若い人が朝霞市に移転すると、副会長もおっしゃったよう

に、朝霞市がダントツで増えてるんですよね。ですから、役所の方が大変だと思いますけ

れども、いろんな施設的な問題とか、組織の問題でも、これから朝霞市は大変になってい

くんじゃないかと推測できますので、頑張っていただきたいなというふうに思っており

ます。ほかに、渡辺委員どうぞ。 

〇渡辺委員 

一番最初のところで、２ページから３ページのところに審議会等への参画ってところが

あるんですけれども、まだ令和８年３月３１日の数字が出てないようなんですけども、

３ページの方で７年度の数字が出てるんですが、朝霞市さんの割合が３２．４％ですか、

女性が。県内の市の平均が３７．２％なので、それよりはちょっと低くなってるので、も

う少し各審議会で女性の参画が進むと、やっぱりいろんなところで女性の意見が反映さ

れるようになると思いますので、男女共同参画の課では努力できるもんじゃないと思い

ますけれども、皆さんの方に周知を図っていただければありがたいかなというふうに思

います。ちなみに今、埼玉県は４７．２％です。全国的には都道府県の方が高くなってま

すので、いろんな審議会あると思いますけれども、なかなか女性が参画しづらかったり

するかと思いますが、女性が入れるような形で、ぜひ庁内を調整していただければあり

がたいと思います。以上です。 

〇栗山議長 

ありがとうございます。事務局、何かご意見ありますか。 

〇事務局（西内） 

埼玉県の情報をご提供いただきまして、ありがとうございます。現在の市、４０市に限っ

ていうと、３７．２％ということですね。この資料ですと市町村、全部含めると、昨年の

４月ですと３０．２％っていうふうになっておりまして、現在市に限っていくと割合が

上がっていくっていうことがわかりました。本市は、昨年ですと３２．４％で、県内市の

平均に比べると５ポイントほど低いという状況ですので、我々もいろいろ庁内で周知し
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てまいりたいと思います。 

〇栗山議長 

ありがとうございます。ほかに何かございますか。武田委員お願いします。 

〇武田委員 

この年次報告書を見てですね、やっぱり一番感じるのは、ＬＧＢＴＱとかＳＯＧＩＥへ

の取組の部分なんですが、この問題って難しいと思うんですよね。なぜなら、こういうも

のってのは水面下に隠れちゃって、なかなか表に出てこないと、特に朝霞市ぐらいの中

都市ぐらいになると、ここで皆さんの顔もわかるようにね、なかなかこのプライバシー

というのが保護されないという危惧があって、自ら明らかにする人は少ないという問題

も絡むと思うんですよね。そうした中で、例えば４４ページの課題の部分でも、なお周知

を広く図っていく必要があるというような課題を挙げつつも、評価は大きな成果が得ら

れたみたいなⅠの評価になってるわけですよ。他の部分も総じて評価は高いんですが、

やっぱりこの間ですね、それなりの具体的な成果ってのが得られたというふうな実感が

あるんでしょうか。その辺ちょっと聞ければと思うんですけども。 

〇栗山議長 

事務局お願いします。 

〇事務局（西内） 

ありがとうございます。４４ページのところですね。こちらにつきましては、周知啓発等

は、パートナーシップ・ファミリーシップ制度を導入したということもありまして、ＳＯ

ＧＩＥですとかＬＧＢＴＱ、こちらの方はやらせていただいたということと、パートナ

ーシップ・ファミリーシップ制度の届出が累計２４件ですかね。近隣の市と比べると、多

い数値になっております。そういうことから本市においては、そういった意識が浸透し

つつあるのかなという意味もありまして、今回Ⅰとさせていただいております。 

〇栗山議長 

ありがとうございます。武田委員よろしいですか。 

（武田委員了承） 

では、副会長お願いします。 

〇金子副会長 

去年１年間で、全国の自殺者、小中高校生が５３８名で過去最多なんですね。原因は身近

な人って、友達、家族、学校の先生が原因らしいんですけども、大人の方の自殺者が、 

１９，１８８名、そのうち男性が１３，１７６名、女性が６，０１２名、原因はわからな

いんですけども。そうしますと、だいたい男女平等審議会って言いますのは、どちらかと

いうと女性中心、女性を守りましょうっていうような感じの会議になっているんじゃな

いかなって私思うんですけども。やはりこれだけ男性の自殺者が多いということは、何

か男性に対しても声掛けして、本当に大変なことやつらいことがあったらいつでも相談

に来てほしいっていうような、そんな声掛けができないのかなっていう感じしたんです

ね。ジェンダー平等と言われていますが、日本の男性の幸福度は、女性より全然低いって

言うんですね。何か男性に対する支援の方法があったら、よろしいんじゃないかなって。

皆さんいかがでしょうか。 

〇栗山議長 

山里委員どうぞ。 

〇山里委員 

男性と女性の亡くなる人をいろいろ見てましてね、確かに日本は男性社会できた弊害も

あって、会社人間といいますか、会社の付き合いはやっていても、趣味とか、囲碁や俳句

をやる人は女性の人と比べて少ないんですよ。昔は、公園とかでは縁台で向き合って将

棋指したりしてた。男性の方も門戸を開いてはもらってるんですけど、持続するような
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方法を、スキルアップ＆フォローアップという感じでやっていただきたいと。以上です。 

〇栗山議長 

ありがとうございます。武田委員お願いします。 

〇武田委員 

個人的意見として、男女平等の本質は何かといったら、決して女性擁護ではないと。男と

女のそこに差別があったら解消するのが、男女平等の本当に突き詰める部分じゃないか

と思うんですよね。だから、さっき意見が出ました、審議会への女性の登用とかね、管理

職の登用って、これは大いに結構なんだけど、それを能力を無視して無理にそれをやる

と今度は逆差別になると。例えば、ドメスティックバイオレンスにしても、女性から男性

に対する暴力もあると。だからここはですね、女性が多い中でどうしても女性の意見が

反映されがちなんですが、ここは冷静に一歩引いて考える部分も必要かなっていうのが

私の個人的意見です。 

 

◎議事３ その他 

〇栗山議長 

貴重なご意見ありがとうございます。それでは議事の３、その他について事務局よりご

説明をお願いいたします。 

〇事務局（鶴岡） 

議事の３、その他について、１点ご案内をさせていただきます。６月２３日から２９日ま

での男女共同参画週間に合わせまして、６月１６日から２９日までの間、産業文化セン

ター１階にてパネル展を開催いたします。今年度のキャッチフレーズは「あなたらしさ

が、社会のチカラ」となっております。パネル展は、このキャッチフレーズに即したもの

を展示させていただく予定でございます。皆様お時間があれば、ぜひお越しいただけれ

ばと思います。事務局からは以上でございます。 

〇栗山議長 

今の説明につきまして何かご意見ありますか。特によろしいですか。ありがとうござい

ます。以上を持ちまして、本日の議事は終了させていただきます。なお、今回の議事録等

の手続につきましては、会長及び副会長に一任していただきたいと思います。よろしい

でしょうか。 

（全員了承） 

ありがとうございます。それではここで議長の座を降ろさせていただきます。皆様円滑

な進行についてご理解ご協力をいただきましたことに感謝申し上げます。以上でござい

ます。 

 

◎閉会 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


